
   

もうすぐ春を迎え、清掃現場では人員の入れ替えが活発になる時期です。それに伴い、
新人スタッフの教育を進める機会も増えるのではないでしょうか。そこで今回は、初期教育
時にお伝えいただきたいベッドメイクに関する忘れがちな作業と注意点について2点お伝え
します。 
1. ベッド下を常備灯で照らす 
ベッドメイクでは、最初に忘れ物の確認を行

うことが重要です。なぜなら携帯電話や衣類
がベッド周辺やリネンに隠れ、巻き込み事故の
原因になるからです。特にベッド下は見落とさ
れがちです。常備灯で照らして確認することを
必ず行ってください。電池切れや照度不足にも 
気づけ、緊急時の備えにもなります。ベッド下の確認や点検はチェッカーやインスペクターだ
けが行うのではなく、清掃スタッフ全員が行う意識を持つことが重要です。 
 
2. ヘッドボードのほこり汚れに注意 
ベッド下と同様に、ヘッドボードの拭き掃除

も忘れがちです。埃は、静電気で吸着しやすい
フラワークリーンやクロスで拭き取るのが効果
的です。頭側のシーツを入れ込む際にサッと拭 
くことで、ベッドメイク後のシーツに埃が落ちるのを防げます。 

 

ベッドメイクはベッドだけでなく、ベッド下やヘッドボードも清掃する習慣をつけましょう。お
客様が快適に過ごせるよう、忘れ物、残置物などの清掃不備、埃やゴミを取り除くことが
大切です。 
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